
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校でいちばん「躍動」すべきは生徒会活動

だと考えます。生徒が自ら考え企画し実行し、

自分たちの生活を向上させる。学校ごとに特色

ある活動が展開されます。しかし少子化が進み、

放課後の子どもたちは多くの役を兼任し、大変

忙しくなりました。部活動、係活動、学習会…。

少しずつ活動が固定化し例年決まった活動を繰

り返すようになってきました。そんな中、野田

生中生徒会は様々な活動において、去年をなぞ

ることはせずに、また、新たな活動にも臆せず

取り組んでいます。 

２０日（金）に今まで「いじめ撲滅集会」と

して活動してきた行事を１歩前に進め、「生徒

会集会」として進化させたのです。いじめはや

めよう、という活動がいじめゼロの本校には物

足りなく、人間関係においてもっと本質に迫る

ため、「仲間のことを深く知る」ことをねらい

としました。これまで取り組んできたピア・サ

ポート活動を活用し、今の自分たちにできる、

自分たちにしかできない集会を作り上げまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回彼らの素晴らしい点は、 

 

１．「脚下照顧
きゃっかしょうこ

（足元を見て顧みること）」 

自分たちの現状を把握していること。 

２．自分たちで今必要なことを考え、実行に移

したこと。 

３．仲間を深く知ることを「楽しむ」活動で実

施したこと。 

 

この３点です。そして限られた短い時間の中

で準備をすすめました。当日朝に生徒会長に活

動の過程を伺うと、とても明るい笑顔で話すの

です。彼女の笑顔が仲間を深く知るときに皆を

照らすのだなと深く感動しました。 

 彼らの１歩は４月から９か月間もかけて身に

つけた力によるものです。生徒会３役が仕掛け

た大きな１歩に心から敬意を表します。 

 生徒たちが着実に成長していることを目の当

たりにして、あらためて保護者、地域の皆様の

ご支援に心より感謝申し上げます。 

 皆さま佳いお年をお迎えください。 
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学校教育目標   

知 自己を見つめ 自ら学ぶ  

徳 思いやりのある 豊かな心 

体 強い意志 たくましい体 

八雲町立野田生中学校 

 やるべき時にやるべきことを！ 

八雲町立野田生中学校長 助川  剛  

 

第 8号 

令和 8年 10月 30日発行 

 

八雲町野田生 146-１ 

0137（66）2341 

学校ホームページ 

 

 

後期後半の始まりにあたって、後期の始業式では

後期に頑張ってほしいことを生徒に話しました。一

つ目は「家庭学習を積み重ねることができるように

なること」、二つ目は、「自分の未来を考え、デザ

インすること」です。 

二つの頑張ってほしいことは、今年度の本校の重

点教育目標「自らの暮らしと学びをデザインできる

生徒の育成」を達成するために、必要なことです。

しかし、この文言をことあるごとに生徒、保護者、

地域の方に話しているので、またか、と思うかもし

れません。でも、繰り返し伝えているのには理由が

あります。中学生のこの時期だからこそ、ぜひ取り

組んでほしい重要なことだからです。 

１ なぜ「家庭学習を積み重ねることができるよう

になること」を身に付けてほしいか。 

保健体育などで学習する体の発達にかかわる「ス

キャモンの発達・発育曲線」の図を見てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生から中学生の年代（オレンジの点線の楕円

で囲んだところ）はゴールデンエイジ、ポストゴー

ルデンエイジと黄色く色のついたところです。なぜ

「ゴールデンエイジ」という名称がついているかと 

いうと、神経型（脳や神経・感覚）の発達速度が

急激に伸びる時期だからです。スポンジが水を吸

うように、思考力、判断力、表現力、空間認知能

力、運動技能、反射速度等が身につき、完成して

いく特別な時期だからです。思考力、判断力、表

現力、運動、感覚（音感、触感）は、この時期に

繰り返し練習、学習すると、非常に身につきやす

く、年齢を重ねても「体が覚えて」いて、すぐに

思い出します。家庭学習で知識、理解力をつけ、

それを土台とし思考力、判断力、表現力を高める

ことは、未来を生きる力となるからです。 

２ 「自分の未来を考え、デザインすること」は

なぜ必要か。 

 ゴールデンエイジだから家庭学習を積み重ねた

ほうが良いといわれても、中学生時代は、興味が

あるものがたくさんあって、なかなか積み重ね（

学習時間確保）ができないということが多々あり

ます。家庭学習を積み重ねるための「目標」がい

ります。 

それが自分の未来を考えることと、その実現の

ためのデザイン（計画等）です。「自分の思い描

く未来にはこの力が必要だ。そのために学習しよ

う」という動機付けが必要です。「高校進学」で

も「将来就きたい職業」でも、「これをしてみた

い」でも、自分の未来を想像して、未来を目標に

して、学習するための動機を作ってほしいからで

す。 

 「家庭学習を積み重ねることができるようにな

ること」や「自分の未来を考え、デザインするこ

と」は、やるべきことです。そしてゴールデンエ

イジの今がやるべき時です。未来を生きる力をつ

けるために、やるべき時にやるべきことを！ 

 



  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命を守る判断力を養う 

１０月５日（月）に、コミュニティ・スクール

の防災学校として、渡島総合振興局から講師の方

をお招きし、ヒグマから身を守るために大切なこ

とを学習しました。習性や生態について正しい知

識を学び、不意の遭遇を防ぐための対応や安全確

保について深く考える貴重な機会となりました。 

講話の後にはヒグマの毛皮や頭骨などの実物資

料に触れる時間が設けられました。児童・生徒た

ちは、その迫力を間近で体感しながら、真剣な眼

差しで観察したり、質感を確認したりしていまし

た。小中の児童・生徒が一緒に地域の防災・安全

について学び、防災意識を高め合うことができま

した。 

学習に軸足を置く１１月に 

＜１１月の主な行事予定＞ 

11月2日（月） 全校朝会   

3日（火） 文化の日   

5日（木） 移動図書  

6日（金） 町研一斉サークル会議   

  給食あり午前授業   

7日（土） 山越小学習発表会（音楽部出演）

   9日（月） テスト前部活動停止(～10日)  

3年進路保護者説明会(14:30～15:30) 

10日（火） 職員会議   

11日（水） 学力テスト（全学年）  

AIR DO航空教室  

12日（木） CS小中ピア・サポート交流会 

13日（金） 教育相談①   

16日（月） 教育相談②   

17日（火） 教育相談③  放課後学習会 

18日（水） 専門委員会②  

19日（木） 中央委員会②  

スクールカウンセラー来校 

ピア・サポート 

20日（金） 救命救急講習（２年） 

23日（月） 勤労感謝の日   

  道南中学生新人バドミントン大会 

24日（火） 二者・三者面談①   

25日（水） 二者・三者面談②   

26日（木） 二者・三者面談③   

28日（土） 道南中学生新人バドミントン大会 

    

安心のための取組 

本校では生徒が安全に学校生活を送るために、

１２月に施行される「こども性暴力防止法（日本

版ＤＢＳ）」に向けた取組を進めています。施行

の前に全教職員が個別に事前研修を行った上で、

全員参加の校内研修を実施し、組織全体での意識

の共有と危機管理の徹底を図ります。 

また、生徒がいつでも安心して SOS を出せる

ように相談窓口の周知を徹底します。今後も、生

徒にとって一層の安心・安全な教育環境の構築に

努めます。 

ＣＳ防災学校で熊について学習した様子 

１１月は、充実した学びの時間を重ねる月にし

たいと考えています。１１月１１日には、全校生

徒対象の学力テストを実施します。これまでの学

習成果を確認し、次の目標へつなげるよう支援し

ます。 

また、キャリア教育として、ＡＩＲＤＯのパイ

ロット・ＣＡ・整備士の方々を招いて航空教室を

開催します。社会を支えるプロの仕事に触れ、将

来への関心を高める機会にしたいと考えます。 


